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令 和 ４ 年 ９ 月 ８ 日 
 

科学技術振興機構（ＪＳＴ） 
文 部 科 学 省 

 

「大学発ベンチャー表彰２０２２」受賞者の決定について 
 

科学技術振興機構（ＪＳＴ）（理事長 橋本 和仁）と新エネルギー・産業技術総合開発機
構（ＮＥＤＯ）（理事長 石塚 博昭）は、「大学発ベンチャー表彰２０２２～Ａｗａｒｄ ｆ
ｏｒ Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｓｔａｒｔｕｐｓ～」の受賞者を決定しました（別紙１）。 
「大学発ベンチャー表彰」は平成２６年度に開始した制度で、大学など注）の研究開発成果を

活用して起業したベンチャーのうち、今後の活躍が期待される優れた大学発ベンチャーを表彰
するとともに、特にその成長に寄与した大学や企業などを表彰します。 

本表彰は、大学などの研究開発成果を用いた起業および起業後の挑戦的な取り組みや、大学
や企業などから大学発ベンチャーへの支援などをより一層促進することを目的としています。 
本年度の募集は令和４年３月２８日（月）～５月１６日（月）の期間で行い、３４件の応

募がありました。外部有識者からなる「大学発ベンチャー表彰２０２２」選考委員会（別紙
２）による応募書類の審査および面接審査を経て、大学発ベンチャー８社とその支援大学・
支援企業の受賞を決定しました。 
 
受賞者の詳細については、別紙１および「大学発ベンチャー表彰 ２０２２受賞者」（下

記ホームページ）を参照してください。 
ＵＲＬ：https://www.jst.go.jp/aas/award.html 
 
また、令和４年１０月７日（金）に「イノベーション・ジャパン２０２２～大学見本市＆

ビジネスマッチング～Ｏｎｌｉｎｅ」にて受賞者による事業紹介、パネルディスカッション
を開催予定です。詳細については下記ホームページを参照してください。 
ＵＲＬ：https://innovationjapan-jst-nedo.jst.go.jp 

 
（※本件は、ＮＥＤＯおよび経済産業省からも同時にプレスリリースを発表しています。） 

 
注）大学など 
国公私立大学、高等専門学校、国公立試験研究機関、国立研究開発法人、公益法人などの非

営利法人 
 
＜添付資料＞ 
別紙１：「大学発ベンチャー表彰２０２２」受賞者一覧 
別紙２：「大学発ベンチャー表彰２０２２」選考委員一覧 
参 考：「大学発ベンチャー表彰２０２２」概要 

 
＜お問い合わせ先＞ 
科学技術振興機構 産学共同開発部 起業支援室 
担当：朝賀（アサカ）、風間（カザマ） 
〒102-0076 東京都千代田区五番町７ Ｋ’ｓ五番町 
Tel：03-6380-9014 Fax：03-5214-0017 
E-mail：aas[at]jst.go.jp 
 

文部科学省 科学技術・学術政策局 産業連携・地域振興課 
担当：和仁（ワニ）、福田（フクダ） 
〒100-8959 東京都千代田区霞が関３－２－２ 
Tel：03-6734-4584 Fax：03-6734-4172 
E-mail：kengijut[at]mext.go.jp 
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「大学発ベンチャー表彰２０２２」受賞者一覧 

受賞名 対象分類 受賞者 

文部科学 

大臣賞 

ベンチャー 
Ｃｈｏｒｄｉａ Ｔｈｅｒａｐｅｕｔｉｃｓ（コーディ

ア セラピューティクス）株式会社 

支援大学など 京都大学 大学院医学研究科 

経済産業 

大臣賞 

ベンチャー ｂｉｔＢｉｏｍｅ（ビットバイオーム）株式会社 

支援大学など 早稲田大学 理工学術院 

科学技術 

振興機構 

理事長賞 

ベンチャー ＫＡＩＣＯ（カイコ）株式会社 

支援大学など 九州大学 大学院農学研究院 

支援企業 双日株式会社 

新エネルギー・ 

産業技術総合 

開発機構 

理事長賞 

ベンチャー 
株式会社ＥｌｅｖａｔｉｏｎＳｐａｃｅ（エレベーシ

ョンスペース） 

支援大学など 東北大学 工学研究科 

日本 

ベンチャー 

学会会長賞 

ベンチャー 株式会社ニューロシューティカルズ 

支援大学など 国立循環器病研究センター 循環動態制御部 

アーリーエッジ賞 

ベンチャー ＬＱＵＯＭ（ルクオム）株式会社 

支援大学など 横浜国立大学 工学研究院 

支援企業 株式会社オキサイド 

大学発ベンチャー

表彰特別賞 

ベンチャー 株式会社アイ・ブレインサイエンス 

支援大学など 大阪大学 医学系研究科 

支援企業 フューチャー株式会社 

大学発ベンチャー

表彰特別賞 

ベンチャー 
株式会社ＰＵＲＭＸ Ｔｈｅｒａｐｅｕｔｉｃｓ（パ

ームエックス セラピューティックス） 

支援大学など 広島大学 大学院医系科学研究科 

支援企業 株式会社スリー・ディー・マトリックス 

 

 
 

別紙１ 
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「大学発ベンチャー表彰２０２２」選考委員一覧 

   

（敬称略、五十音順） 
 

 氏名 所属・役職  

委員長 松田 修一 
早稲田大学 名誉教授／ 

日本ニュービジネス協議会連合会 副会長 
 

委員 江戸川 泰路 江戸川公認会計士事務所 代表パートナー  

 生越 由美 東京理科大学 大学院経営学研究科 教授  

 各務 茂夫 

東京大学 大学院工学系研究科 教授 

／産学協創推進本部 副本部長 

／日本ベンチャー学会 会長 

 

 中川 普巳重 
福岡大学 産学官連携センター 

産学官連携コーディネータ 客員教授 
 

 中森 真紀子 中森公認会計士事務所 代表  

 野長瀬 裕二 
摂南大学 経済学部 教授／ 

首都圏産業活性化協会 会長 
 

 

  

別紙２ 
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「大学発ベンチャー表彰２０２２」概要 

 
１．大学発ベンチャー表彰とは 

   「大学発ベンチャー表彰～Ａｗａｒｄ ｆｏｒ Ａｃａｄｅｍｉｃ Ｓｔａｒｔｕｐｓ

～」は、平成２６年度より新たに開始した表彰制度です。 

大学などの研究開発成果を活用して起業したベンチャーのうち、今後の活躍が期待さ

れる優れた大学発ベンチャーを表彰するとともに、特にその成長に寄与した大学や企業

などを表彰します。 

本表彰は、大学などにおける研究開発成果を用いた起業および起業後の挑戦的な取り

組みや、大学や企業から大学発ベンチャーへの支援などを促進することを目的としてい

ます。 

また平成２９年度より、若手経営者のよりアーリーなステージの企業にフォーカスし、

経営者が４０歳未満かつ設立後３年以内の企業のうち、今後の大きな活躍が期待できる

大学発ベンチャーを表彰する｢アーリーエッジ賞｣を設け、若手経営者の挑戦を支援して

います。 

 

２．表彰対象 

大学発ベンチャー注） 

特にその成長に寄与した機関、企業（研究開発成果を創出した大学、支援および協力

した企業など）がある場合には、それらの機関も表彰します。 

ただし、アーリーエッジ賞については、表彰対象を経営者が４０歳未満かつ設立後３

年以内のベンチャー企業とその支援大学など、および支援企業とします。 

 

注）大学発ベンチャー 

ここでは、下記のいずれかに該当する企業を「大学発ベンチャー」と定義します。 

ⅰ）大学などの特許を活用して起業したベンチャー企業 

ただし、起業時点では上記に該当していないが設立５年以内に大学などから技術

移転を受けたベンチャーも含みます。 

ⅱ）特許以外の大学などの研究成果を活用して起業したベンチャー企業 

（特許は取得していないものの、大学などのアイデアやノウハウをもとに起業し

たベンチャー企業） 

ただし、起業時点では上記に該当していないが設立５年以内に大学などとの共同

研究などを行った成果を活用したベンチャー企業も含みます。 

ⅲ）教職員・学生などによる人材移転型ベンチャー企業 

ⅳ）大学などが支援した出資・経営支援型ベンチャー企業 

 

【要件】 

・大学などの研究開発成果を活用して起業したベンチャーであること 

・応募時点で上場していない、おおむね設立１０年以内のベンチャーであること 

・過去の本表彰における文部科学大臣賞、経済産業大臣賞を受賞していないこと 

 

３．表彰内容 

・ 文部科学大臣賞 

・ 経済産業大臣賞 

・ 科学技術振興機構理事長賞 

・ 新エネルギー・産業技術総合開発機構理事長賞 

・ 日本ベンチャー学会会長賞 

参考 
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・ アーリーエッジ賞 

※その他、大学発ベンチャー表彰特別賞が授与される場合があります。 

 

４．主催 

科学技術振興機構 

新エネルギー・産業技術総合開発機構 

     

５．後援 

 文部科学省、経済産業省、日本ベンチャー学会、全国地方新聞社連合会 

 

以上 


